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　「伊賀米振興協議会」は、平成８年８月に「伊
賀米」の生産、販売の振興を図ることを目的とし
て、伊賀ふるさと農業協同組合（平成 30年４月
１日に伊賀北部農業協同組合と伊賀南部農業協同
組合が合併）、全国農業協同組合連合会三重県本
部等と伊賀市、名張市、三重県伊賀農林事務所の
関係自治体が中心となり設立されました。
　平成 15 年には、伊賀米のさらなる高品質化
に向けて、「伊賀米定義」と呼ばれる独自の基準
を設けるとともに、「伊賀米栽培推進員マニュア

ル」、「伊賀米品質衛生管理手順書」、「栽培管理記
録簿兼伊賀米産地システムチェックリスト」など
を整備しました。また、毎年、生産者の中から約
350 人の栽培推進員を選出するなど、栽培技術
の高度化に努め、他産地に負けない米
づくりに、生産者と関係機関が一体と
なって取り組んでいます。

　伊賀地域は、栄養分豊かな土壌と、淀川の源流となるミネ
ラル分豊富な水が稲作に最適な条件がそろっています。さら
に盆地特有の内陸性気候のため、昼夜の気温較差が大きく、
デンプンが籾

もみ

に非常に蓄積しやすく、おいしいお米が育つと
されています。
　中でも「伊賀米コシヒカリ」は「三重ブランド」にも認定
されるとともに、日本穀物検定協会が実施している全国食味
官能試験で最高評価の「特A」を過去９回獲得しており、名

実ともに良食味米であることが実証されています。
　「伊賀米コシヒカリ」は、味、香り、粘りの三拍子そろっ
た高品質でおいしいお米で、かめばかむほど甘味が増し、冷
めてもおいしいのが特徴で、おむすびをはじめ、お弁当にも
最適です。かみしめることによって引き出される伊賀米コシ
ヒカリのうま味をぜひお楽しみください。

【問い合わせ】
　伊賀米振興協議会　☎24-8141

伊賀米振興協議会
会長

北川　俊一さん

伊賀米コシヒカリ

■伊賀ブランド推進協議会事務局（商工労働課）　☎ 22-9669　℻  22-9695
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▲星家住宅主屋は北側と西側が通りに面する
（北西から）

▲漆
しっ

喰
くい

壁や格子窓、格子が上野城下町の景観を
伝える（西から）

　写真提供：全国農業協同組合連合会三重県本部

コラム

　私の父は病気で入退院を繰り返し、２年前に住み
慣れた自宅で最期を迎えました。父は伊賀焼一筋の
人生で、私は毎日陶器を作り続ける父の姿を見てき
ました。「全部一人でするってすごいよね。」と言う
と、「世の中一人でできることなんてひとつもない
で。」とよく言っていたことを思い出します。母も
高齢となり、生活の上での身の回りの相談が増えて
きたように感じ、これまで何ら問題なくできていた
ことができなくなった場面も多くなってきたように
思います。しかし、前向きに生活し続ける姿は、自
分らしく生きることの大切さを教えられているよう
に感じます。
　超高齢社会を迎え、医療や介護の問題が取り上げ
られることが多いですが、人は年齢を重ね、さまざ
まな人生経験を積み、誰ひとり同じものはない貴重
な知識や豊富な経験を蓄えています。社会の中でそ

れを生かす場所や機会がもっと増えれば、社会が豊
かになり、より豊かな人生を送れるのではないかと
思います。すべての人が人としてかけがえのない、
尊く大切な存在です。そして、その尊厳が守られて
こそ誰もが自分らしい生き方ができると思います。
自分の生き方を自分で選ぶことができ、互いを尊重
し認め合いながら生きることは、どれも人権につな
がると感じます。　
　私は日々、周りの人たちとのつながりがあるから
こそ自分の生活が成り立っていると感じています。
人と人とが助け合うことで信頼関係が生まれて社会
の力になり、その先に一人ひとりの自分らしい生き
生きとした人生があると思います。日々の当たり前
は当たり前にあるのではなく、何事にも感謝の気持
ちを持ち、人とつながりながら自分らしく過ごせた
らと思います。

人権について考えるコラムです。

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9641　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

自分らしく　－議会事務局議事課－

明日に向かって ～差別をなくしていくために～

　今年の中秋の名月は 9月 17日です。芭蕉さんも
中秋の名月を見て句を詠んでいます。特に 51歳を
迎えた芭蕉さんは、伊賀でふるさとの人たちと一緒
に月を見るのを楽しみにしていました。里帰りして
いた芭蕉さんが京都の門人 去来に送った手紙に次
のように書かれています。

　　名
めい
月
げつ
此
この
方
ほう
にて山

やま
家
が
を楽
たのしみ
候
そうろう
。御

おんふうりゅうなさるべくそうろう
風流可被成候。

　　（元禄７年８月９日付去来宛芭蕉書簡）

　「中秋の名月はこちら伊賀で迎え、山家暮らしを
楽しむつもりです。あなたも月を見て俳諧を楽しま
れることでしょう。」という意味です。
　伊賀の芭蕉さんの弟子たちは、このときの芭蕉さ
んの里帰りを待ち望み、芭蕉さんの実家の敷地内に、
新しい庵

いおり

を作っていたのでした。この庵で、伊賀の
人々と名月を楽しみ、芭蕉さん自身が考えた「月見
の献立」をふるまいます。芭蕉さんはこのように各
地の人々と月の美しさを分かち合ったのです。
　皆さんも、夜空を見上げ、改めて月の美しさを感
じてみてはいかがでしょうか。

◆夏の企画展「くずし字で楽しむ芭蕉」開催中
　９月８日㈰まで
◆第 78 回芭蕉祭特別展
　「おかえり、芭蕉さん　ふるさと伊賀へ。」
　９月 14日㈯から
◆ギャラリートーク
　９月22日（日・祝）・10月19日㈯・11月23日（土・祝）・
　12月７日㈯
　午後１時 30分～（要入館料）

芭蕉翁記念館だより

【問い合わせ】
○文化振興課　☎  22-9621　℻  22-9619 
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219
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